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鷄卵の 加工方法は古來種 々 あり と雖 、 食 晶叉は榮養晶的加 工最 も多 く、近 時之が 加工 に關 する發

明研究稍進展せ る も、伺圭 とし て 上 記の 範圍 を脱せ ざるが 如 しQ 然 る に鷄卵 の 化學的性質 幸檎討せ

ん禪 眼 蹴 蠑 養晶 些
て 顛 な る の み な ら叺 工業坤 見地 よ 吋 恥 糊 なる成分を舖

する もの に して 、
セ ル ロ イ ド代用品 、人造鼈 甲製造原料 、

オ ブ ラー ト製造用 、 膠着劑、醸造用清澄

劑等 、 卵加工 品た る乾燥卵 白は種 々 の 用途 あ り、 安價に し て 優良 な る乾燥卵白出現 せ ん 力丶 更 に 之

が利用慣値鑛大せ ん事必須 な りと思考せ ら る 。

　乾燥卵白の 製造は 未だ本邦に於 て 見 るべ き もの な し と雖、上 海、青島等は 全卵粉 、 卵黄粉、乾燥

卵 1
・
i等 の 製造 盛ん に して

、 民國25年其輸鵠 16
，
420

，
000元 を超 え、：　rv化學工業不 賑 の 中 に あ b て 萬

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （t）

丈 の 氣 を吐 くもの なり と云 ふ 。 工 場は英米の 資本に依 る もの 多 くx 輪出先亦 室 として 英 米な り 。 而

して 貌 國 に輪入 せ ら る る 乾燥卵自亦尠 し とせ す 。 然 る に 事變以來輸 入途絶 し窮乏 を告 げつ つ 尠り。

廊 して 我國 に於け る鷄卵 の 生産額 は近時著 し く増加 し 、 國内の需要 を満 し 、 海外に轅氾 しつ つ あ り

さ。

　以 上 は 本研究着手當時 の朕況 に し て 、 現 在 に於 て は鷄卵價格の 昂騰其他 の 状勢に 依 り再檢討 を要

すべ きも、乾燥卵 白製造 に關 し知見 したる所 あ る を以て 、 此處 に記 し以 て 大方の 參考 に資せん とす。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ロ

　乾燥卵 自製造 工程は檢 卵、割卯 、 卵 白分離 、 卵 白液清澄 、 乾燥等 よ りな る 。 而 して 其最 も重要な

る工 程は 満澄法 、 及乾燥法にあ り と思考す 。 本報 に於て は上記 ゴ工 程 を主 として 研究せ り。

’

實　　驗　　之 　 ・部

1．　 鷄卵の 重量 巴其卵 白含 量

　卵の 重量 と卵の 各成分量 との 關係は 、 卵 加工．ヒ知悉すべ き重要事項 に して
、 卵 の 重量 に より各戒

分 に 移動ある事 、 次 の 貴驗結巣の 1例 を見 る も明か な り。

　　　　　　　　　　　 第 1表 　奚甥興の 重吊 と卵 自含有量

　　　　　 」卵　
層
重　　量　　（9）　　　　　　　　　54 ．0 　　　　　　　44．2　　　　　　　4 ／3　　　　　　　595 　　　　　　　65．5

　 　 　 　 　 卵 　 白 （％） 　 　 5L8 　 55．’1 　 55．5 　 56，3 　 54．1

　即 ち上 表 に 依 れば 、 個 々 の 鷄卵 に よ り成 分量比 の 變動大に して
、 單 に 重暈 叉 は 7c小 の 女卩何 1こ より

律す る能は ざる が如 し 。 工 業的見地 よりは 粧 く多 數 の 貰驗結果 よ IJ得たる 李均を以 て 瀬足す る も大
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （2 ）

過 なか る べ し。 か くて 總數80個の 李均數 を示せ ば 、次の 如 し。 尚參考 の 爲從來の 文献 を列 擧す 。
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第 2 表 鷄卵各成分の 不均價（％）

卵 殼

958 〜11．441213

，0713

．3813

．1

卵 白

56．22〜 62．415654

．5053

，2254

．？

卵 黄

28．01〜33．12303Z4133

．6t32

，2

2．　 卵白液清澄法

　乾燥卯 白製造工程中最 も重要な b 。 之 を文献 に 徴 する に 次 の 郊き諸法あ り。

　　（a ） 醸　酵　法

　醗酵の 目的は卵白液中 の 異物 を泡沫 と共 に淨 上 せ し め て 除 くに あ 1）
。 醗酵陛度は最 も注意すべ く

遏度な らば却て製品 を不透明な らしむ 。 醸酵期間は生卵 の 新古 、 氣温 、 淵度等 に 依 り異る も大慨夏

季2・V3E 、 春秋 4〜 5日 、 冬期 7 日程度なり と云ふ 。

　　 （b ） テ ル
幽
ペ ン 法

　少量の テ ル ペ ン を茄へ 攪拌 し 、 靜置する方法に して 、卵白分離の 際混入ぜ る卯黄 をテ PL ペ ン に 吸

收せ しめ 、 分離清澄せ しむ る に あ り。

　　 （c ） タ ン ユ ン 法及醋酸法

　身ン ニ ン 叉 は 醋酸を加 へ
、 蛋白の 少量を凝固せ し め夾雜物を共 に沈澱せ しむ る に あ り

。

　 上記 の 諸法中醗酵法は時 日 を要し 、 其操作亦困難 な る が女IIく 、 著者等 の經驗に依れば 、 夏季 1邇
’
日 を經 る も醴酵せ さ：りき 。 テ ル ペ ン 法 ，Ptl分離容易な ら

一
凱 且此 の 如 き方法 は優良な多製 品を得 る斯

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 L

以 な らす 。
タ ン ニ ン 法及 醋酸法亦良好な らす 。

　 此露 に於 て 著者等は 蝿拌法 とも稱すべ き簡單なる方法 を案出せ り。 即 ち次の 如 し 。

　 割卵後卵 白を分取 し、 之 を充分攪拌し 、 泡 立た しめ邃 に器を傾 くる も客易 に 流出せ ざ る に至 らし

む 。 此 の 操作に よ り卵白の 動物性組織は 悉 く破壊せ られ 、 之 を放 置する ときは 10時閥内外後 、蛋白

液 と紐織の 破片は分離 し 、 槭 片は液表に淨遊 するを以 て 癖易 に澄明なる卵 白液 を得べ し 。 而して 此

の 郷き液は微生 物 、 藥晶等の 作用 を經 ざる爲殆 ど變化 を受 くる事な く極 めて 優良 に して 、 乾燥後之

を水溶液 どなす も不溶性物質 なき事 を確認せ り。

3・ 乾 　燥 、法

淺盤式乾燥法 に つ きて 試驗せ り・ 即ち琺躑引容器財 ・ 一 ・ 酒を塗布 し ，
　 ifi澄な る卵自瀧 1・m

内外 の 摩さ に注入し 、 ∵ 定澀度 に於 て 乾燥 す。 文献 に 依れ ば乾燥 の 適温は 55〜58°C
、 乾燥時 間は

10・y15wa 開な りと云 ふ も、50° C 以 上 に て 乾燦時開 12時間 を超 え る ときは 蛋 白の 1部凝固 を起 すが

如 く 、 水 に不溶解なる蛋 白を生す 、 而 して 47°C に て は 15時閇 を超ゆる も不溶解物 を生ぜす 。
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　上記の 結果 は卵 自液の pH 共他 の 異る に礎ぴ異同あるや も測 り難 し 、 依 つ て pH を移動せ しめ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の

試驗せ り。 即ち攪拌清澄法 に 依 り得たる卵白に氷醋酸を加 へ 、pH 　8・0・
7rO

・
6・0

・
5・0 とな し ・ 47

° C

に て 乾燥せ
』
るが結果 何れ も良好な り。 但卵 白液 は酸 度の 増加 するに從ひ色淡 く pH 　5．0 にて は殆ど

無色 に近 し。 之 を更に ア ム モ 昌 ヤ tcて pH 　7．0， 8．0 となす も復色せす 。

　爾市販乾燥卵白は 赤褐色 ICして 淡黄色な るは溶解度不良な りどしで歡 迎せ られざるが如 し 、 然れ

ど も上記の 方法 に よ り得たる もの 綜淡黄色なる も不溶解物な し 、 而 して 球製品を墨中 に保存せ る に

（曙所 に て も）數十 日後色澤良好 なる赤褐色 を呈す る に 至 りた
’
る事貲に徴 すれば ． 巷間傳 へ らる る所

は憶設な りと斷定 する を得ん 0

　　 4・　 市販 品及 試製 品の 分析

’
市販品及試製品 の 分析結果次の 如し。 但 し A

，
B

，
　C は 何れ も市販品 に して 、　A は輪入最良 品 、

B は同良品 、 C は國産 品に して D は試製品な り。

　　　　　　　　　　　　第 3表　　市販 品及試製品 の 分析

料

ABCD

試

女

D　化學工 業時報 ：

2） ．紳 立 ： 糧 食研 究 135687 （昭 12）

　 水 分 　 灰 分 　 全 窒素

　 　 14．55　　　　　　　6．10　　　　　　　1Z94

　 　 18．04　　　　　　6．11　　　　　　 13．01

　　 1Z30 　　　　　　6．16　　　　　　、12．24

　 　 16．03　　　　　　　5．67　　　　　　　13．（B

（灰 分 芙他 は無水物中の ％た 以て 示 す 。 ）

　 献

　　 第 11年44號
1
（昭 13）

純 蛋 白性窒棄

　 10．16

　 10．2 ユ

　 10，14

　 12．04

不 溶 解 物、

11．80

　 10．211L88

不 溶解物 中 窒 素

　 　1．30

　 　 1．68

　 　 1．96

（於紳奈 川 縣工 業試驗場）
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